
832 {生活・健康}

440. 健康文化による村づくりの視点と綴幾

O:{ii1l1絞殺.'I}z 洋子(法城県大洋村役場)
坂){~英樹(大洋健淡づくり期間)
久野総也(筑波大学)

組向鈴化社会へと緩突に向かいつつあるn本にお
いて、i:首長命名本法i昭和50ff:の7.9弘から平成7It:r斗こは
14.9%と激増し、さらに浮史学;の人口問題研究所の推

測では20ω年には 17%にiきするといわれている匂ま
た、 65歳以.1'，の務介畿各-は昭和61:W.から平成4年ま

での 6.W If.lJ~こ1.6 併に遂し、 2∞0 11:には数i:f万人に巡
するといわれ、もはや高齢化の問題はその援療費、

介護費等，多i校にわたち一刻の猶予も治:さない状況

にある。 )(Ti下村は人!.i約1.1fj人の村で、人[]構成は
平成85Fの65議以上の潟齢者は約2500入、会人口の
22.4%をli;める。金額平均と比較しでも 5%以上も高

鍛で，今後泌総化がさらに逆行することが予想され

る。高齢化は地方行政に多大な務轡を及ほし、老人

傑務保検費はIl誌等f160年の約3館内から平成8{手の9
億円の3ff'fになち，また、援接受もi弱齢者…人当たち
約40)iPlからちG万円に増加したG 援療饗の変化は高
齢化本のやliびと類似の変化を訴し、そのま去来，地方
向m件;の1M'殺を民迭し、社会の活力を低下させる姿
潟となると考えられる。こうした総高議会化社会に対

し大作村は、平成元:11::'に村氏の f健綾づくち3乙年j
を渡し、運動性護学の視点を取り入れた鍵撲殺綿ち

fたっしゃか総ちjを間年から毎年額犠し、平成4
1f.には f紫しみながら鍵五?をづくちjをテ…マに村民
の犠燦づくりにおける実践と{警報発鎗の拠点強設と

して fとつぶさんて大洋jを役立した。
穂波増進絡役 fとつぶさんて大洋J~立、王子或 8 年 9
)JからII1J9 1j: 7 )1までの村内科爵者が全科}持者の4舗
と J~i:'I:少ないものの、村i有利沼者のうち 60議以上の

i弱齢者の割合が52%と、ある殺皮その窓義が遼成さ
れていると窓、われる。その反立語、潟齢化を越える予

翁若手の科JH準が低いことは今後の繰慈の}つである殺
さらに村内利}持者の銭設科郊の勤続}を見ると、嵐長3
を利jねする人数が任鋭的に多く、精神鑑での健霊長づ

くりにおいてはその滋念を満たしているが、生理約

なま語埼玉らよ乙ると運動施設としての村内プ…lレ利用者

は比較的少ない凸また、施設内のトレーニングルー

ム利用者むついては，18あたりの念特熊替が25--35

名程皮で、その内村内科}若者は4:総務皮である。
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